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財
政
指
数
等

問	

経
常
収
支
比
率
が
悪
化
し
て
い
る
が
、

本
市
の
財
政
は
健
全
性
を
保
っ
て
い
る

と
捉
え
て
い
い
か
。

答	

経
常
収
支
比
率
の
上
昇
は
、
単
年
度
限

り
の
特
殊
要
因
で
あ
る
こ
と
、
財
政
健

全
化
判
断
比
率
な
ど
の
財
政
指
数
は
健

全
な
水
準
を
保
っ
て
い
る
こ
と
、
基
金

残
高
も
十
分
な
規
模
を
確
保
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
総
合
的
に
判
断
し
て
健
全

性
を
保
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

交
通
安
全
啓
発
事
業

問	

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補
助
実
績

が
予
算
の
30
％
ほ
ど
だ
が
、
理
由
は
。

答	
本
市
で
は
、
自
転
車
が
関
係
す
る
事
故

発
生
件
数
が
こ
こ
3
年
減
少
傾
向
に
あ

る
こ
と
、
自
動
車
の
保
有
台
数
が
県
平

均
よ
り
多
い
こ
と
か
ら
、
特
に
65
歳
以

上
で
、
自
転
車
に
乗
る
方
が
少
な
い
た

め
と
考
え
ら
れ
る
。

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

問	

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
（
あ
お
ぞ
ら

園
）
が
開
設
さ
れ
て
１
年
が
経
過
し
た

が
、
そ
の
成
果
は
。

答	

利
用
し
て
い
る
子
ど
も
は
、
遊
び
の
経

験
や
周
囲
へ
の
関
心
が
広
が
り
、
食
事

な
ど
の
基
本
的
な
生
活
習
慣
が
少
し
ず

つ
身
に
付
い
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
支

援
セ
ン
タ
ー
と
保
育
園
等
を
併
用
で
通

園
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
子
、
保
育
園

等
に
移
行
し
た
子
が
い
る
。

問	

運
営
か
ら
見
え
た
課
題
は
。

答	

発
達
支
援
教
室
と
は
異
な
り
、
受
給
者

証
が
必
要
と
な
る
障
害
児
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
で
あ
る
た
め
、
利
用
を
迷
う
保
護

者
も
い
た
。
こ
の
よ
う
な
方
に
も
、
子

ど
も
の
発
達
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
で
あ

る
と
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
利
用
に
つ

な
げ
る
よ
う
努
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

民生費
99億1,042万円

令和３年度決算を認定
歳入総額　294億4,729万円
歳出総額　284億6,542万円 市長は、翌年度予算を決める3月の定例会までに、

前年度の決算について議会の認定を受けなければなり
ません。
9月15日、16日の2日間にわたり開催された予算決
算委員会において決算内容を審査し、本会議最終日に
全ての決算を認定しました。

一般会計

　市の会計のうち、基礎的な経理を中心
とした会計です。
　令和３年度の予算は主に次のように使
われました。主なもののため、合計は一
致しません。（万円未満四捨五入）

総務費
26億8,910万円

※万円未満四捨五入
歳入総額（A) 歳出総額（B) 差引額（A)−（B)

特
別
会
計

国民健康保険 ７６億４,７６２万円 ７５億４,８３０万円 ９,９３２万円
後期高齢者医療 ８億３,００４万円 ８億２,７４９万円 ２５４万円

企
業
会
計

水道事業
収益的収支 １２億６,４３３万円 １１億８,２３１万円 ８,２０３万円
資本的収支 ２億８,４５７万円 ５億７,２０９万円 ▲２億８,７５２万円

下水道事業
収益的収支 ２６億９,３５２万円 ２５億８,８４１万円 １億  ５１１万円
資本的収支 ７億５,６５０万円 １３億２,６３２万円 ▲５億６,９８２万円

　水道および下水道事業会計（資本的収支）の不足分は、損益勘定留保資金などで補填されました。

特別会計・企業会計 一般会計と分けて経理する必要があるため、
事業別に分けられた会計です。


